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カナダの金融市場動向 Weekly Report

先週のカナダ・ドルは、対円で下落しました。カナダ
5年国債利回りは横ばいとなりました。

原油価格が大幅に下落したことや、カナダ銀行（中
央銀行）の高官がインフレターゲットなどに関する見直
しの可能性に言及したことで、今後の利上げペースが
鈍るとの見方が広がったことなどを背景に、カナダ・ド
ル円は下落しました。上述の要因により、カナダの金
利は、低下圧力が強かったものの、米国金利が堅調
に推移したことなどを背景にほぼ横ばいとなりました。

また先週はCPI（消費者物価指数）が発表され、予想
よりも強い結果となりました。ただし、原油価格が下落
基調にあることから、今後のCPIは減速すると予想され
ています。

今週、カナダでは2018年9月分の月次GDP（国内総
生産）が発表されます。前年同月比では2.3％の成長
が見込まれています。

足元では株式市場は軟調に推移しており、投資家の
センチメントが落ち着いていないことは、カナダ・ドル、
カナダ金利の上昇圧力を抑える要因となりそうです。ま
た、サウジアラビアの原油生産量や米国のシェールオ
イルの生産量が過去最高水準になっていることなどを
受けて、原油の供給過剰懸念が高まっています。その
ため、原油価格の下落圧力が強まっており、カナダの
金利、通貨の上値を抑える要因になることが予想され
ます。

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが一致しない場合があります。
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（出所）Bloomberg等より大和投資信託作成

【カナダ・ドル　為替推移】 （2018年10月26日～2018年11月23日）
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（2018年10月26日～2018年11月23日）【カナダ　金利推移】
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【2018年11月17日～2018年11月23日の推移】

（出所）Bloomberg等より大和投資信託作成


